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試金石ストーリー 14
リーディング・アクション・プログラム

Photo Caption 1: タイでは、チェンマイ・ウィアンピン・ライオンズクラブがリーディング・アクション・プログラムの一環として百科事典を寄付しました。
Photo Caption 2: インドのホシアルプル・サマルパン・ライオンズクラブは生徒たちに本を配りました。
ライオンズは、世界中で識字教育を推進するという課題に取り組んできました。

この重要な仕事が目指すのは、何百万人もの人々が苦境から抜け出せるよう手助けすることです。2012～2013年度に任期を務めたウェイン A. マデン元国際会長によれば、識字教育は人々に「貧困、病気、その他の社会悪を克服するため」に必要なスキルと知識を身に付けさせます。「読み書きの力こそ」と彼は言います。「世界中の子どもと大人にライオンズが贈ることのできるプレゼントなのです。」

世界では10億人近くの成人が読み書きの能力を持ちません。これは発展途上地域だけの問題ではなく、米国では2,100万人が文字を読めず、さらに数百万人はその力があまりにも乏しいために、標識や職場での指示を読むといった日常的な作業に困難を抱えています。
2012年に始まったリーディング・アクション・プログラムは、世界の識字率の向上を焦点とする10年間の取り組みであり、識字の重要性を訴える奉仕事業やアクティビティを企画するようライオンズに呼びかけています。

世界中のライオンズクラブは、地域に密着した個人対個人の幅広い取り組みによって、この呼びかけに応えてきました。放課後の読書プログラムを設ける手助けをしたクラブもあれば、地元の図書館で子どもたちに本を読み聞かせ、読み書きの個人指導を担当し、書籍やコンピューターを寄贈するなどの形で奉仕したクラブもあります。どのような事業であれ、ライオンズは非常にやりがいを感じているそうです。
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「子どもたちの読む力が日ごとに高まっていくのを見ては、目頭を熱くしています。本当に時間をかける値打ちがあるのです」と、ベルギーのブリュッセル・サンテュベール・ライオンズクラブの会員、ジーンマリー・ウィレムは言います。このクラブは、ライオンズがボランティアで担当する放課後の読書プログラムを生み出しました。

ハワイでは、ウエストカウアイ・ライオンズクラブが子どもたちのビンゴ大会を開きました。賞品はもちろん本であり、クラブ会員のチャールズ・オーティズは次のように述べています。「これは良いプログラムです。読書を促すことになりますからね。」
日本の名古屋ウエスト・ライオンズクラブはマニラ首都圏のマカティ・ゴールデン・ライオンズクラブと協力し、フィリピンに建てた児童図書館に新しいコンピューターと教育ソフトを寄贈しました。「今日、コンピューターは不可欠です」と、名古屋ウエストクラブのスズキ・シンゾウは語ります。「そのため、若い人たちに使い方を学び、知識を深めてほしいのです。」

識字教育への取り組みの多くは、視覚障害者を支援してきたライオンズの長年の努力と結び付いています。107複合地区（フィンランド）のレオとライオンズは、物語、童話、詩歌を録音してオンラインで公開し、視覚障害を持つ児童が聴けるようにしました。
米国イリノイ州シカゴ郊外のモントクレール・エルムウッドパーク・ライオンズクラブでは、100人余りの子どもたちを対象に読書カーニバルを開き、お話しの時間、人形劇、フェイスペインティング、工作、バルーンアート、お菓子などでもてなしました。

識字プログラムのインパクトを高めるため、ライオンズは同じ目標を持った他の組織と協力しています。例えば、児童の識字率向上に取り組む米国最大の非営利団体リーディング・イズ・ファンダメンタルや、米国国際開発庁（USAID）などです。韓国釜山における2012年国際大会ではUSAIDの世界的な識字キャンペーンとの連携を発表し、「識字はあらゆる子どもたちの将来にとって不可欠であり、両者はその認識を共有している」と述べています。
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